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インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に関する研究に対する協力について 

 

 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、今年度日本医療研究開発機構委託研究開発費医薬品等規制調和・評価

研究事業（本年度より厚生労働科学研究事業から移管）において、同機構の指

定に基づき標記の研究が行われることとなり、当該研究にかかる調査への協力

について、厚生労働省健康局結核感染症課長、医薬・生活衛生局安全対策課長

連名にて、各都道府県等衛生主管部（局）長宛通知され、本会に対しても協力

依頼がありました。 

本調査はインフルエンザ様疾患罹患時及び抗インフルエンザ薬使用時に見

られた異常な行動が、医学的にも社会的にも問題になっていることから、その

背景に関する実態把握をするために実施されるものであります。 

本調査の対象はインフルエンザ定点ほか主に内科・小児科の約７万医療機関

であり、インフルエンザ定点以外の医療機関については、インフルエンザ様疾

患と診断され重度の異常な行動を示した患者について報告を求めるとともに、

インフルエンザ定点医療機関については、重度の異常な行動に加え、軽度の異

常な行動についても報告を求めております。報告対象期間は、平成２７年１１

月～平成２８年３月となっております。 

つきましては、貴会におかれましても本調査の趣旨をご理解いただき、貴会

管下郡市区医師会及び医療機関に対する周知協力方につきまして、格別のご高

配をよろしくお願い申し上げます。






























